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春の連休期間中における山岳遭難に係る警察措置について

山岳遭難

春の連休期間中（４月29日(土)～５月７日(日)の９日間）の山岳遭難の発生状況は、

発生件数156件、遭難者178人。うち、死者11人、負傷者69人、行方不明者１人。

○全国における山岳遭難発生状況（平成30年以降）

遭 難 者 数 （人）発生件数

期 間

（件） 死者 負傷者 行方不明者

令和５年 １５６ １７８ １１ ６９ １４／２９～５／７（９日間）

令和４年 １５５ １８０ １０ ８０ ７４／２９～５／８（10日間）

令和３年 １５７ １９１ ２６ ５４ ３４／２９～５／９（11日間）

１６４ ２０７ ２３ ７６ １平成31年・令和元年 ４／２７～５／６（10日間）

平成３０年 １６５ １８７ １３ ７４ ８４／２８～５／６（９日間）

※ 表中の発生件数、遭難者数については期末現在のもの。

令和２年の春の連休期間中は集計しなかったため広報なし。

なお、令和２年４月25日から５月６日までの間の山岳遭難の発生状況は、発生件数80

件、遭難者89人。うち、死者17人、負傷者29人、行方不明者０人（令和２年中の統計か

ら抽出）。

○警察措置

警察では、山岳遭難救助隊員等延べ760人を投入し、ヘリコプターは40回出動させ、

捜索救助活動を行った。


